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　本
学
は
、
中
長
期
計
画
「
神
山

S
T
Y
L
E
２
０
３
０
」
で
、「『
教
育

の
京
都
産
業
大
学
』
の
実
現
」
を
最
上

位
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
建
学
の
精
神
に

掲
げ
る
使
命
を
果
た
し
、
社
会
か
ら
選

ば
れ
続
け
る
た
め
に
は
、「
学
生
が
成

長
で
き
る
大
学
」
で
あ
る
こ
と
が
根
幹

だ
か
ら
で
す
。
少
子
化
の
時
代
、
こ
の

成
否
は
大
学
の
存
亡
に
も
関
わ
る
で

し
ょ
う
。
内
部
質
保
証
は
こ
の
た
め
に

大
学
が
「
自
律
的
」
に
行
う
教
育
改
善

プ
ロ
セ
ス
で
す
。
本
学
で
は
ト
ッ
プ
の

強
い
意
志
の
下
、
学
生
の
た
め
の
質
保

証
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　自
律
的
な
内
部
質
保
証
に
は
、
構
成

員
「
み
ん
な
」
で
意
識
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
自
に

と
っ
て
内
部
質
保
証
が
「
自
分
事
」
に

な
り
、
実
質
的
な
質
保
証
が
進
む
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
工
夫
を
施
し
て
い
ま
す
。

　ま
ず
、
学
長
に
よ
る
旗
振
り
〝
目
的

の
共
有
〞
で
す
。
学
長
か
ら
「
内
部
質

保
証
は
学
生
の
成
長
の
た
め
」
と
い
う

わ
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
学
内
に

発
信
し
て
い
ま
す
。
質
保
証
は
〝
専
門

家
〞
だ
け
で
進
め
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
こ
れ
は
重
要
で
す
。

　体
制
も
見
直
し
ま
し
た
。
本
学
の
内

部
質
保
証
は
、
各
部
局
の
自
己
点
検
・

評
価
報
告
書
を
責
任
主
体
で
あ
る
「
部

局
長
会
」
が
確
認
し
、
全
学
的
改
善
を

進
め
て
い
く
流
れ
で
す
。
こ
の
部
局
長

会
の
中
に
、
学
長
や
学
部
長
等
に
よ
る

「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
」
を
設
置
。

教
育
の
課
題
や
改
善
策
等
を
集
中
討
議

で
き
る
体
制
を
整
え
、
支
え
る
事
務
局

も
学
長
室
と
教
学
系
の
４
課
連
携
に
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
回
る

よ
う
に
変
え
た
の
で
す
。
体
制
は
、
責

任
の
所
在
が
明
確
で
、
全
体
の
流
れ
が

「
学
生
の
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し

て
整
合
し
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　負
担
の
軽
減
も
行
い
ま
し
た
。
質
保

証
で
大
切
な
の
は
、
自
己
点
検
・
評
価

報
告
書
を
「
読
む
」
こ
と
よ
り
も
、
課

題
発
見
と
改
善
の
「
脱
・
放
置
」
で
す
。

報
告
書
を
も
と
に
、
事
務
局
が
課
題
、

重
要
度
、
改
善
状
況
等
を
ま
と
め
た
一

覧
表
を
作
成
し
、
集
中
討
議
や
改
善
を

効
率
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、「Plus-D

X
」
採
択
を
機
に
、

手
作
業
で
行
っ
て
い
た
デ
ー
タ
統
合
を

自
動
化
。
学
生
の
成
長
を
動
的
に
見
る

た
め
の
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
み
ん

な
の
改
善
意
識
・
意
欲
の
喚
起
に
つ
な

が
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
取
り
組
み
の
目
的
や
自
学
の
事

が
「
わ
か
り
や
す
い
」
こ
と
が
、
み
ん

な
で
進
め
る
た
め
に
は
重
要
で
す
。

　内
部
質
保
証
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
中

で
重
要
な
の
は
、
点
検
で
は
な
く
「
改

善
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
課
題
の
発

見
が
必
要
で
す
。
た
と
え
ば
教
育
課
程

の
適
切
性
。
本
学
で
は
、
全
学
部
生
が

修
得
す
べ
き
「
８
つ
の
資
質
・
能
力
」

を
定
め
、
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
使
っ

て
学
修
成
果
の
測
定
を
進
め
て
い
ま

す
。課
題
が
見
つ
か
る
こ
と
は「
成
果
」。

大
切
な
こ
と
は
解
決
を
先
送
り
せ
ず
、

少
し
で
も
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　デ
ー
タ
を
分
析
し
て
み
る
と
、
本
学

に
は
起
業
家
精
神
旺
盛
な
学
生
が
一
定

層
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。〝
一

拠
点
総
合
大
学
〞
と
い
う
特
徴
を
生
か

し
た
文
理
融
合
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　人
生
1
0
0
年
と
言
わ
れ
る
時
代
、

学
び
は
４
年
間
で
終
わ
り
ま
せ
ん
。
卒

業
後
も
本
学
で
「
学
び
足
し
」
が
で
き

る
し
く
み
の
構
築
な
ど
、
課
題
は
尽
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
自
律
的
な
内

部
質
保
証
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
。
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み
ん
な
で
進
め
る
鍵
は

明
確
な
目
的
と
状
況
の
共
有

自
律
的
な
内
部
質
保
証
で

卒
業
後
の「
学
び
足
し
」へ

＊１ 文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」＊2 全学部生が修得すべき「思考力」「幅広い教養」「主体性」「発信力」「協働性・協調性」「倫理性」「創造性」「専門知識・専門技能」。DPに基づき独自に策定

特集  学生のための内部質保証

学生の成長のため、中長期計画と一体化させて内部質保証に取り組む京都産業大学。
大規模大学における質保証の課題、意識の共有、体制構築の工夫について聞く。

京都産業大学

教学マネジメントの推進、支援を行う
４課連携による事務局体制

　京都産業大学では、学長室の学事担当が内部質保証、戦略企画担当が
中長期計画の推進を担い、課長がこれらを兼務することで、質保証と大学改
革を一体的に進めている。また、教学マネジメントを支える事務局は、学事担
当を主とし、教学系のＩＲ推進室、教育支援研究開発センター、教学センター
による事務組織４課が連携して務めているのが特徴だ。
　例えば、学長をはじめとする教員等による「教学マネジメント会議」で集中討
議すべき全学的課題や対応策については、あらかじめ事務局の各課が協議し
て作業を分担、精査して準備をしておくことで、教育改善のための施策検討が
効率的になり、かつ、決まった施策は速やかに実行されやすくなった。これによ
り、ＤＰを起点とする「８つの資質・能力」の策定やカリキュラムマップの開発、
シラバスへの実装などが一気に進展したという。４課による事務局が内部質
保証の推進エンジンとなり、教職協働による教学改革が進んでいる。
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情
報
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学生
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事業結果等

自己点検・評価結果

分析
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改革推進
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こ
う
や
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B1185905-P32-33.indd   32 22/09/29   13:11

取材・文／本間学　撮影／坂井公秋

　本
学
は
、
中
長
期
計
画
「
神
山

S
T
Y
L
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０
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学部／経済、経営、法、現代社会、国際関係、外国語、文化、理、情報理工、生命科学
大学院／経済学、経済学（通信教育課程）、マネジメント、法学、現代社会学、外国語学、京都文化学（通信教育課程）、理学、
　　　　先端情報学、生命科学
THE世界大学ランキング2022／1201+位、同日本版／101-110位、THEインパクトランキング2022／1001+位
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＊１ 文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」＊2 全学部生が修得すべき「思考力」「幅広い教養」「主体性」「発信力」「協働性・協調性」「倫理性」「創造性」「専門知識・専門技能」。DPに基づき独自に策定

特集  学生のための内部質保証

学生の成長のため、中長期計画と一体化させて内部質保証に取り組む京都産業大学。
大規模大学における質保証の課題、意識の共有、体制構築の工夫について聞く。

京都産業大学

教学マネジメントの推進、支援を行う
４課連携による事務局体制

　京都産業大学では、学長室の学事担当が内部質保証、戦略企画担当が
中長期計画の推進を担い、課長がこれらを兼務することで、質保証と大学改
革を一体的に進めている。また、教学マネジメントを支える事務局は、学事担
当を主とし、教学系のＩＲ推進室、教育支援研究開発センター、教学センター
による事務組織４課が連携して務めているのが特徴だ。
　例えば、学長をはじめとする教員等による「教学マネジメント会議」で集中討
議すべき全学的課題や対応策については、あらかじめ事務局の各課が協議し
て作業を分担、精査して準備をしておくことで、教育改善のための施策検討が
効率的になり、かつ、決まった施策は速やかに実行されやすくなった。これによ
り、ＤＰを起点とする「８つの資質・能力」の策定やカリキュラムマップの開発、
シラバスへの実装などが一気に進展したという。４課による事務局が内部質
保証の推進エンジンとなり、教職協働による教学改革が進んでいる。
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CASE
STUDY

注目！

課題と
改善例

▶ＤＰを起点とする学修者本位の教育→DPを「８つの資質・能力」＊2に分解し、カリキュラムマップを開発
▶起業志向の強い学生の存在確認→全学部が参画する文理融合型アントレプレナーシップ教育プログラムの新設
▶社会に対する情報の公表→学生の学修成果の測定とデータに基づく教育効果の発信

教学センター

学長、副学長、大学院長、学部・研究科長等

「8つの資質・能力」の策定、各学部によるカリキュラムマップ
・アセスメントプラン作成支援、シラバスへの実装など

学長室

教育支援研究開発センター ＦＤ・ＳＤ、教育の質向上施策推進

＊1

報告書提出

自己点検・評価
結果報告

中長期事業計画、
各種方針等

情報共有・
改善支援

学修成果、
学生諸活動の状況

FD/SDの実施

質の高い教育、
修学支援

学修者本位の
教育課程・
プログラム

授業実施状況、
業務進捗状況

計画推進、
改善の促進

各部局からの
教学情報等

自己点検・評価
活動推進

報告

報告書確認・承認

教学マネジメント会議
教育課程に関する検証・評価、具体的方針及び改善策の策定

内部質保証の体制図

学 長

部 局 長 会

学長室IR推進室

構成員

建学の精神、教学の理念の具現化

情
報
公
表

実
施
主
体

全学自己点検・評価運営委員会

部局（各学部・研究科、センター、事務組織等）

学習成果実感調査
教員評価調査 各種研修

学生

授業の実施・改善 業務の遂行・改善

事業結果等

自己点検・評価結果

分析

改善指示・
改革推進

教員 事務職員

こ
う
や
ま＊大学提供資料をもとに編集部で一部改変

教学マネジメント会議  事務局

教学マネジメント会議

教育改善の推進

課題と対応策の提示

ＩＲ推進室 学生諸データの分析、課題等の可視化

教務事務、授業環境整備等

内部質保証の推進学事担当
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